



















































































米国の 1960 年代から 90 年代にかけてのデータを
2 次分析し 4）、この 2 因子構造を確認している
（Johnson et al. 2007）。またヨーロッパにおいて
































的価値の 2 因子構造、モデル 2）それにWLB価





ル 1 とモデル 3 の比較となる。
3　使用するデータと変数
本稿では、2015 年 3 月に実施した、公募モニ
ター方式によるインターネット調査のデータを用





















女性 50.3 経営者・役員 2.1
学歴：中学校卒 15.6 正規雇用 27.6
高校卒 45.3 非正規雇用 22.3
短大／高専卒 15.6 自営・家族従業者 9.6
大学／大学院卒 23.5 無職 38.4
職業：専門職 13.1 世帯収入：
管理職 2.6 300 万円未満 21.6
事務職 18.1 300～500 万円未満 26.0
販売職 10.0 500 万円以上 35.7





仕事の特性 略称 平均 S.D.
専門知識や能力が活かせること 専門性 2.91 .722
新しい技術や知識を習得できること 技術習得 2.83 .700
内容や進め方を自分で決められること 自律性 2.91 .632
独立していること 独立 2.49 .709
責任ある立場につくこと 責任 2.45 .782
達成感が得られること 達成感 2.97 .664
発言力が発揮できること 発言力 2.67 .709
世の中の役に立つこと 貢献 2.81 .691
面白いこと 面白い 2.89 .689
上司が適切な指示や助言をくれること 上司 2.88 .722
同僚が協力的であること 同僚 3.00 .662
一緒にいて楽しい同僚がいること 仲間 2.87 .726
職場で平等に扱われること 平等 3.00 .664
福利厚生が恵まれていること 福利厚生 2.82 .728
昇進の機会が多いこと 昇進機会 2.37 .807
報酬や給与が高いこと 報酬給与 3.04 .672
失業の心配がないこと 雇用保障 3.06 .675
長時間でないこと 労働時間 2.92 .659
仕事量が多すぎないこと 仕事量 2.91 .641
時間に追われないこと 余裕 2.95 .612
休みを取りやすいこと 休暇 3.09 .649
健康をそこなう心配がないこと 健康 3.21 .618
















た 6）。世帯収入は、300 万円未満、300 万円以
上・500 万円未満、500 万円以上の 3 カテゴリと
した。
表3　仕事の価値の確証的因子分析（因子負荷量）
モデル 1 モデル 2 モデル 3
内的 外的 内的 外的 WLB 企業家的 官僚的
専門性 0.717 0.714 0.702
技術習得 0.734 0.736 0.727
自律性 0.620 0.615 0.610
独立 0.489 0.486 0.485
責任 0.605 0.609 0.617
達成感 0.750 0.749 0.735
発言力 0.696 0.700 0.706
貢献 0.609 0.610 0.600
面白い 0.610 0.609 0.608
上司 0.615 0.633 0.616
同僚 0.684 0.707 0.687
仲間 0.633 0.670 0.630
平等 0.675 0.692 0.671
福利厚生 0.638 0.659 0.615
昇進機会 0.532 0.575 0.567
報酬給与 0.596 0.602 0.488
雇用保障 0.583 0.570 0.573
労働時間 0.460 0.604 0.483
仕事量 0.506 0.633 0.527
余裕 0.523 0.629 0.537
休暇 0.603 0.678 0.614
健康 0.601 0.645 0.615
家庭両立 0.562 0.600 0.575
χ2（d.f．） 2399. 2（229） 1771. 4（227） 2557. 5（229）
CFI 0.847 0.891 0.836
RMSEA 0.076 0.064 0.079
BIC 67064.6 66451.6 67222.9















を配置した。モデルの推定には Mplus Ver. 5

























性別：男性 38856.9 38519.0 39032.1 946
　女性 28242.5 27986.3 28273.9 698
年齢層：
　20・30 歳代 26124.1 25978.5 26143.8 641
　40・50 歳代 29552.0 29171.4 29557.0 725
　60・70 歳代 11539.2 11456.5 11579.2 278
学歴：大学卒 19097.9 18969.4 19150.1 471
　非大学卒 48222.8 47750.3 48337.0 1173
職業分類：
　専門・管理職 17758.0 17507.9 17839.7 419
　事務・販売職 29696.1 29463.1 29674.6 750
　マニュアル職 17902.2 17723.4 17952.2 424
従業上の地位：
　経営者・役員 2282.5 2273.4 2288.4 55
　正規雇用 28511.2 28262.0 28510.0 737
　非正規雇用 24487.8 24295.2 24452.8 595
　自営業者 11518.6 11397.1 11596.6 257
世帯収入：
　300 万円未満 12452.9 12375.8 12514.6 285
　3～500 万円未満 17428.5 17268.4 17465.3 432







































3 因子モデル 2 因子モデル
内的価値 外的価値 WLB価値 外的価値
係数 S.E. 係数 S.E. 係数 S.E. 係数 S.E.
切片 2.792 ＊ .039 2.721 ＊ .039 3.015 ＊ .038 2.847 ＊ .035
男性 .085 .026 -.040 . 027 -.083 ＊ .026 -.059 ＊ .024
20・30 歳代a） .001 .035 . 189 ＊ .036 .052 . 034 . 130 ＊ .031
40・50 歳代 a） -.036 . 034 . 129 ＊ .034 .041 . 033 . 092 ＊ .030
大学卒 .052 † .027 .029 . 028 . 032 . 027 . 030 . 024
専門職b） .115 ＊ .028 -.009 . 029 . 033 . 028 . 009 . 025
管理職b） .185 ＊ .051 .029 . 052 -.063 . 050 -.010 . 045
事務職b） -.051 † .027 -.026 . 028 . 033 . 027 -.001 . 024
販売職b） .017 .031 . 062 ＊ .031 -.017 . 030 . 028 . 027
マニュアル職b） -.108 ＊ .028 -.003 . 028 . 002 . 027 -.001 . 025
経営者・役員c） .147 ＊ .049 .038 . 050 . 031 . 048 . 035 . 044
正規雇用c） -.028 .023 . 148 ＊ .024 .043 † .023 .103 ＊ .021
非正規雇用c） -.170 ＊ .025 .022 . 025 . 009 . 024 . 016 . 022
調整済みR2 .109 .096 . 018 . 064






















































（Kohn and Schooler 1969；Gall ie 2007；


























































4） 具体的には、1964 年の米国有職男性調査（Kohn 
and Schooler 1969）、1972 年のNLS調査（National 
Longi tud ina l  Study of  the Class）, WLS
（Wisconsin Longitudinal Study）の 1993 年追跡調








coded dummy variablesという（Hardy 1993）。








0. 490（p<. 01）、内的価値と外的価値とでは 0. 676
（p<.01）であった。
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